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船橋市地域リハビリテーション拠点事業一覧（実績）

リハビリ関係者向け講演会 第24回研究大会（web）
第25回研究大会（web）
第18回摂食栄養サポート勉強会（web）
第19回摂食栄養サポート勉強会（web）

10月31日
3月13日
9月12日
2月24日

リハビリ関係者向け研修会

第34回地区勉強会（web）
第35回地区勉強会（web）
介護職勉強会（動画配信）
介護職勉強会（web）

8月2日
12月2日

2月1日
10月4日、2月28日

市民向け講演会 リハビリセンター講演会＠リハビリセンター
リハビリセンター講演会（動画配信）

9月29日
10月1日

市民向け研修会 まちづくり出前講座・清水山シニアクラブ
まちづくり出前講座・高根東町会

6月10日
7月28日

研修講演会

普及啓発 パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行（vol.33．34．35．36）

ホームページ更新 随時更新

調査研究 通所リハ実態調査・回復期リハ病棟実態調査



第24回研究大会

日本ではリハビリテーションという言葉は『訓練や運動、心身
機能の回復』というイメージが大半を占めているが、イギリスや
アメリカでは動物を『野生生活に帰す準備、野生への帰還』こと
にも使われている。このことから、『主体的な生活をすること』、
つまり住み慣れた場所での生活・自立した生活・その人らしい生
活を再建することが重要といえる。
当事者の機能回復へのこだわりに、何とかしてあげたいという

思いから、「とりあえずリハビリ」と関わると、当事者の主体性
の芽は摘まれてしまう。当事者の悩みを飛躍に向けたステップと
捉え、傾聴・共感を通し、安心感を与え、問題点を整理し、考え
る素材の提供することが重要。
2040年問題に対する、住民の支え合いを支援するために、リー

ダー役割遂行のためのポイントをお話頂いた。

2022年 10月31日（月）参加者102名 Web開催

地域包括ケアを支える地域リハビリテーション
高齢者の主体性向上と地域での支え合い推進のために

講師 長崎大学名誉教授
一般社団法人是真会 在宅支援リハビリテーションセンターぎんや

センター長 松阪誠應氏



第34回地区勉強会

施設入所中、職員に暴言・暴力をふるう方に
対して、まず、「暴力的になってしまう原因」
を考え、その後、「事例に対する対策を具体的
に考える」とし、利用者の尊厳を守るためにど
のような対策があるか？」、「スタッフを守る
ためにどのような対策があるか？」という点に
ついて、それぞれのグループで話し合った。

その後、ミニレクチャーは、医療法人社団輝
生会回復期支援局長 大川智恵子氏より、
「『暴言暴力ハラスメント』との向き合い方
回復期リハビリテーション病棟での取り組みか
ら」というテーマでお話しいただいた。

大川氏からは、日本看護協会で出されている、
「保健医療福祉施設における暴力対策指針」の
紹介があり、その中から、暴力のリスク要因に
ついてお話しいただいた。

2022年 7月28日（木）参加者92名 Web開催

ミニレクチャー後の話し合いでは、
「日々の業務を利用者の思いに寄り添っ
たものにできないか」、管理者からは
「スタッフに対する接遇教育や職員の気
持ちの聞き取りやアンケートなどをしな
がら困難事例と向き合う必要性を感じ
た」といった声や、「一人で抱え込まず、
皆で話し合って対策を考えていくことの
できる職場風土の醸成の重要性を感じ
た」といった声が聞かれた。

「困っていませんか？暴言・暴力のある方への
向き合い方を考えよう！！」

医療法人社団輝生会
回復期支援局長 大川 智恵子氏



第35回地区勉強会

【講義内容】

１）失語症とは、「聞く」「話す」「読む」「書く」
ということばの機能が低下する障害
失語症の原因 脳血管障害が9割以上閉める

２）大脳には役割分担がある
言葉の処理に関する大脳領域（言語中枢）

3）言葉の様式 聞く 話す 読む 書く
4）失語症の症状（動画による訓練風景含む）
5）失語症のタイプ ブローカ失語、ウェルニッケ失語
6）失語症の重症度 軽度 中等度 重度
7）病前と同様に保たれる能力
8）失語症になるという事
9）失語法のリハビリテーション
10）言語聴覚療法の対象

失語症、構音障害、高次脳機能障害、嚥下障害
11）言語聴覚士の役割 検査・訓練・助言
12）失語症の特徴
13）失語症に伴って起こる問題

2022年 11月29日（火）参加者73名 Web開催

「失語症の理解を深めよう
～コミュニケーションをうまく取れない方への関りを考える～」

最初に、セコメディック病院 言語聴覚士の藤井貴裕さんから失語症について講義いただき、その
後、失語症患者さんの動画による紹介を行った。その後グループに分かれ、「失語症や、失語症の
方への関り方について」感想を語り合った。

セコメディック病院
言語聴覚士 藤井貴裕氏



第18回摂食栄養サポート勉強会

前半は、特別養護老人ホームローゼンヴィラ藤原 管理
栄養士 加藤寿美氏より、「嚥下食クッキング」と題し、
自宅でできる嚥下調整色の作り方や、嚥下調整食コード
の紹介、お粥とぜりー粥の違いと作り方を動画を交えて
講演いただいた。

2022年9月12日（金）web開催

参加者99名

後半は、船橋市立リハビリテーション病院言語
聴覚士 南園歩氏と村上菜々子氏より、「トロ
ミのつけ方」について、動画を用いてお話いた
だいた。

「防ごう誤嚥！～摂食嚥下障害の知識と嚥下食の作り方～」

特別養護老人ホーム
ローゼンヴィラ藤原 加藤寿美氏 船橋市立リハ病院

南園歩氏 村上菜々子氏



介護職員向け勉強会 webで実施 10月6日

船橋市立リハビリテーション病院と介護事業所6カ所をZOOMでつなぎ、
実施した。
移乗についてミニレクチャーを行った後、ブレイクアウトルームで3
グループに分かれ、各事業所で移乗の実技を行ってもらった。
それぞれに講師がつき、アドバイスを行った。

参加者からは、「初めてのリモート講義で戸惑いがあった」
という声の他、「実技でどこが良いのか、実際に動きを見てもらい、
アドバイスもらえて良く分かった」、「ZOOMを活用して、
グループに分かれてアドバイスを頂けたのはすごくよかったです」、「出向く必要が会いこともメリット
として大きく、新人研修、困難事例など定期的に開催してもらいたい」などのコメントがあった。



介護職員向け勉強会 動画配信

「歩行・階段昇降の介助方法」
～脳卒中片麻痺患者編～



2022年度 実施事業 普及・啓発

パンフレット作成 毎年更新

リーフレット作成 年2回発行

刊行物作成 年4回発行

ホームページ更新 随時更新

調査研究 通所リハ実態調査・回復期リハ病棟実態調査



2022.4 Vol.33 2022.7 Vol.34 2022.10 Vol.35 2023.1 Vol.36

刊行物
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